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８
・
６　

80
年
目
の
広
島
原
爆

の
日
、
松
井
市
長
は
政
府
に
来

年
の
核
兵
器
禁
止
条
約
再
検
討

会
議
へ
の
オ
ブ
参
加
を
求
め
る

８
・
９　

長
崎
原
爆
の
日
、
鈴

木
市
長
は
核
兵
器
禁
止
条
約
へ

の
署
名
・
批
准
を
求
め
る

８
・
12　

日
航
機
墜
落
事
故
か

ら
40
年
、
続
発
す
る
機
長
の
飲

酒
問
題
、
問
わ
れ
る
事
故
の
教

訓
を
風
化
さ
せ
な
い
取
り
組
み

８
・
15　

ト
ラ
ン
プ
米
大
統
領

と
プ
ー
チ
ン
露
大
統
領
が
ア
ラ

ス
カ
で
首
脳
会
談
、
ウ
ク
ラ
イ

ナ
停
戦
に
向
け
た
言
及
な
し
▽

戦
後
80
年
の
首
相
談
話
出
さ
ず

８
・
26　
国
交
省
が
７
兆
８
１
２
億

円
の
26
年
度
概
算
要
求
、
老
朽

化
対
策
や
防
災
に
重
点

９
・
３　

抗
日
戦
勝
利
80
周
年

軍
事
パ
レ
ー
ド
で
中
露
朝
３
首

脳
が
結
束
誇
示
、
米
国
け
ん
制

９
・
４　

ア
メ
リ
カ
の
関
税
措

置
を
め
ぐ
り
、
投
資
に
関
す
る

日
米
合
意
文
書
に
署
名
、
自
動

車
関
税
15
％
に
引
き
下
げ

９
・
５　

厚
労
省
が
47
都
道
府

県
25
年
度
最
低
賃
金
改
定
額
を

全
国
平
均
１
１
２
１
円
と
公
表

９
・
７　

石
破
首
相
が
退
陣
表

明
、
臨
時
総
裁
選
を
要
求
す
る

党
内
の
揺
さ
ぶ
り
で
続
投
断
念

月
間

国労本部HP QRコード

　

９
月
16
日
、
災
害

発
生
時
に
国
が
被
災

し
た
自
治
体
に
特
別

な
財
政
支
援
を
行
う

「
激
甚
災
害
」
の
指
定

基
準
に
つ
い
て
、
内

閣
府
は
「
線
状
降
水
帯
や
竜
巻
な

ど
局
地
的
に
大
き
な
被
害
で
あ
っ

て
も
基
準
を
満
た
さ
な
い
場
合
が

あ
る
こ
と
」
を
理
由
に
、
見
直
す

方
向
で
検
討
す
る
と
報
道
さ
れ
た

▼
台
風
を
は
じ
め
線
状
降
水
帯
や

突
風
な
ど
に
よ
る
被
害
が
相
次
い

で
発
生
す
る
中
、
災
害
発
生
後
は

市
町
村
・
都
道
府
県
に
よ
る
被
害

状
況
の
調
査
状
況
で
「
激
甚
災
害

(

本
激)

」「
早
期
局
激
」「
年
度
末

局
激
」
に
指
定
さ
れ
て
い
る
▼
鉄

道
で
は
「
地
域
公
共
交
通
活
性
化

再
生
法
改
正
法
」
が
施
行
さ
れ
、「
関

係
者
が
相
互
に
連
携
と
協
働
を
図

る
こ
と
に
よ
り
交
通
に
関
す
る
施

策
の
効
果
的
な
推
進
を
図
る
」
と

さ
れ
て
い
る
が
、
自
然
災
害
に
よ

り
不
通
区
間
と
な
っ
た
場
合
、
当

該
線
区
が
複
数
の
自
治
体
に
跨
る

な
ど
協
議
会
で
の
合
意
形
成
が
困

難
な
状
況
と
な
る
場
合
が
多
い
▼

被
災
線
区
で
は
鉄
道
の
復
旧
で
は

な
く
他
の
交
通
手
段
と
な
る
ケ
ー

ス
も
少
な
く
な
い
▼
災
害
は
時
間

も
場
所
も
選
ば
ず
、
Ｊ
Ｒ
各
社
は

台
風
・
豪
雨
等
の
自
然
災
害
の
影

響
を
大
き
く
受
け
て
い
る
。
特
に

全
国
一
社
で
あ
る
貨
物
会
社
は
ど

の
線
区
の
災
害
で
も
影
響
を
受
け

る
な
ど
課
題
は
多
い
▼
国
労
は
毎

年
「
国
土
交
通
省
要
請
」
を
行
い
、

今
年
は
11
月
14
日
に
行
う
。
相
次

ぐ
激
甚
災
害
に
対
し
「
鉄
道
事
業

者
の
経
営
努
力
に
も
限
界
が
あ
る
」

と
し
て
支
援
要
請
を
継
続
し
て
い

る
▼
公
共
交
通
を
守
り
社
会
に
貢

献
す
る
た
め
に
も
、
鉄
道
復
旧
支

援
や
鉄
道
イ
ン
フ
ラ
基
盤
の
整
備

も
含
め
自
ら
の
労
働
条
件
改
善
や

安
全
問
題
と
結
合
し
取
り
組
む
べ

き
課
題
の
一
つ
だ
と
思
う
。（
鈴
）

　

２
０
１
５
年
９
月
19
日
の
安
保
法
制
（
戦
争
法
）
強
行
採
決
か
ら
10
年
と
な
っ
た
９
月
19
日
に
、
戦

争
さ
せ
な
い
・
９
条
壊
す
な
！
総
が
か
り
行
動
実
行
委
員
会
と
９
条
改
憲
Ｎ
Ｏ
！
全
国
市
民
ア
ク
シ
ョ

ン
共
催
に
よ
る
「
武
力
で
平
和
は
つ
く
れ
な
い
！
強
行
採
決
か
ら
10
年
戦
争
法
廃
止
！
９
・
19
国
会
正

門
前
大
行
動
」
が
取
り
組
ま
れ
、
労
働
者
・
市
民
２
３
０
０
人
が
国
会
正
門
前
に
集
ま
っ
た
。

 

武
力
で
平
和
は
つ
く
れ
な
い

　

集
会
は
参
加
者
に
よ
る
「
戦

争
法
は
今
す
ぐ
廃
止
」「
憲
法
生

か
せ
」「
排
外
主
義
は
許
さ
な
い
」

と
の
コ
ー
ル
か
ら
始
ま
っ
た
。

　

主
催
者
を
代
表
し
て
、
総
が
か

り
行
動
実
行
委
共
同
代
表
の
菱
山

南
帆
子
さ
ん
は
、「
10
年
前
の
戦

争
法
強
行
採
決
以
降
、
毎
月
19
日

に
総
が
か
り
行
動
を
取
り
組
み
、

一
人
ひ
と
り
が
運
動
に
参
加
す
る

中
で
、
全
国
に
共
同
の
輪
が
広

が
っ
て
い
る
。
国
会
提
出
が
狙
わ

れ
る
ス
パ
イ
防
止
法
は
思
想
弾
圧

に
他
な
ら
な
い
。
私
た
ち
は
こ
れ

か
ら
も
力
を
合
わ
せ
て
声
を
上
げ

続
け
よ
う
」
と
挨
拶
し
た
。

　

続
い
て
立
憲
野
党
か
ら
、
到
着

順
に
社
民
党
の
福
島
瑞
穂
党
首
、

日
本
共
産
党
の
田
村
智
子
委
員

長
、
立
憲
民
主
党
の
近
藤
昭
一
衆

院
議
員
が
挨
拶
し
、「
戦
争
法
廃

案
を
求
め
て
国
会
を
包
囲
し
た
闘

い
を
き
っ
か
け
に
市
民
と
野
党
の

共
闘
が
広
が
り
、
衆
・
参
で
自
公

過
半
数
割
れ
に
追
い
込
ん
だ
」
と

10
年
間
の
行
動
の
成
果
を
強
調

し
、「
安
保
法
制
の
も
と
で
進
む

大
軍
拡
が
、
平
和
も
暮
ら
し
も
脅

か
し
、
軍
拡
大
増
税
を
も
た
ら
す
。

今
こ
そ
安
保
法
制
を
廃
止
し
、
自

民
党
政
治
を
終
わ
ら
せ
、
極
右
的

潮
流
を
許
さ
な
い
新
し
い
共
同
を

広
げ
る
と
き
」
と
訴
え
ら
れ
た
。

　

そ
の
後
、
市
民
連
合
を
代
表
し

て
上
智
大
学
の
中
野
晃
一
教
授
、

日
弁
連
憲
法
問
題
対
策
本
部
副
本

部
長
の
山
岸
良
太
弁
護
士
、
移
住

者
と
連
帯
す
る
全
国
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
山
岸
素
子
事
務
局
長
の
ス

 

エ
リ
ア
本
部
新
体
制

【
北
海
道
エ
リ
ア
本
部
】

●
第
40
回
定
期
大
会　

９
月
13
日

執
行
委
員
長

　

岩
村　

儀
一　

総
括

執
行
副
委
員
長

　

島
見　

佳
法　

　
　
　

組
織
・
教
宣
部
長

書
記
長

　

菊
地　

宏
之　

　
　
　

総
務
・
財
政
・
業
務
部
長

執
行
委
員

　

遠
山　

伸
治　

　
　
　

調
査
部
長
・
旅
客
担
当

　

佐
々
木
敏
則　

貨
物
担
当

会
計
監
査
員

　

山
口　

鈴
彦

　

能
瀬　
　

明

【
東
日
本
エ
リ
ア
本
部
】

●
第
39
回
定
期
大
会　

８
月
24
日

執
行
委
員
長

　

伊
藤　

隆
夫　

　
　
　

総
括
、
総
務
部
長

執
行
副
委
員
長

　

渡
辺　

信
之　

　
　
　

法
対
・
賃
対
部
長

　

中
村
賢
太
郎　

財
政
部
長

書
記
長

　

武
田　

幸
喜　

　
　
　

企
画
部
長
・
業
務
総
括

執
行
委
員

　

常
盤　

達
雄　

教
宣
部
長

　

中
谷　

慎
一　

調
査
部
長

　

木
村　

洋
希　

組
織
部
長

　

飯
田　

智
士　

　
　
　

業
務
・
組
織
担
当

　

竹
内　

康
裕　

　
　
　

業
務
・
組
織
担
当

会
計
監
査
員

　

飯
島　

英
樹

　

矢
部　

雄
一

特
別
執
行
委
員

　

中
村　
　

誠　

貨
物
担
当

　

小
菅　

隆
寛

　

三
留　

英
一

　

東
日
本
本
部
電
気
協
議
会
議
長

　

東
日
本
本
部
工
務
協
議
会
議
長

【
東
海
エ
リ
ア
本
部
】

●
第
40
回
定
期
大
会　

８
月
７
日

執
行
委
員
長

　

植
田　
　

誠　

総
括

執
行
副
委
員
長

　

木
村　

智
之　

業
務
総
括

書
記
長

　

渡
邉　

和
久　

企
画
部
長

執
行
委
員

　

高
木　
　

亨　

　
　
　

業
務
・
調
査
部
長

　

浦
田　

浩
幸　

財
政
部
長

　

永
田　

晴
茂　

組
織
部
長

会
計
監
査
員

　

堀
江　

吉
昭

　

大
橋　

弘
一

特
別
執
行
委
員

　

宮
坂　
　

務　

業
務
委
員
会

【
西
日
本
エ
リ
ア
本
部
】

●
第
39
回
定
期
大
会　

８
月
９
日

執
行
委
員
長

　

植
田　

重
信　

総
括

執
行
副
委
員
長

　

藤
野　

能
章　

業
務
総
括

　

大
和　

忠
昭　

　
　
　

財
政
・
貨
物
担
当
部
長

書
記
長

　

大
北　

真
也　

　
　
　

企
画
・
共
闘
・
宣
伝
部
長

執
行
委
員

　

倉
下　

文
明　

　
　
　

業
務
、

　
　
　

中
国
統
括
本
部
担
当

　

中
本　

博
次　

　
　
　

調
査
・
福
祉
対
策
部
長

　

伊
野　

活
行　

　
　
　

組
織
・
賃
対
部
長

　

河
野　

宏
幸　

業
務
部
長

　

波
見　

健
一　

　
　
　

業
務
・
組
織
担
当

　

谷
澤
由
紀
恵　

　
　
　

青
年
・
女
性
対
策
部
長

会
計
監
査
員

　

石
割　

嘉
夫

　

小
川　

拓
人

青
年
部
長

　

大
北　

真
也

女
性
部
長

　

谷
澤
由
紀
恵

【
四
国
エ
リ
ア
本
部
】

●
第
39
回
定
期
大
会　

８
月
31
日

執
行
委
員
長

　

立
花　

浩
二　

　
　
　

総
括
、
政
治
担
当

執
行
副
委
員
長

　

小
川　

都
重　

財
政
部
長

書
記
長

　

綾　

与
利
男　

　
　
　

企
画
・
組
織
部
長

執
行
委
員

　

木
原　

笹
之　

業
務
部
長

　

山
下　
　

力　

調
査
部
長

　

宮
本　

和
幸　

共
闘
部
長

会
計
監
査
員

　

梶
原　
　

剛

特
別
執
行
委
員

　

大
江　

康
昭

女
性
部
長

　

矢
野　

里
美

【
九
州
エ
リ
ア
本
部
】

●
第
42
回
定
期
大
会　

８
月
28
日

執
行
委
員
長

　

原
田　

浩
幸　

総
括
、
総
務
・

　
　
　

政
治
・
共
闘
部
長

執
行
副
委
員
長

　

千
々
岩　

隆　

財
政
部
長

書
記
長

　

西
山　

泰
三　

　
　
　

企
画
・
戦
術
部
長

執
行
委
員

　

古
賀　

正
弘　

　
　
　

調
査
・
法
対
部
長

　

萩
原　

弘
司　

　
　
　

組
織
・
教
宣
部
長

　

福
﨑　
　

彰　

業
務
部
長

会
計
監
査
員

　

岩
崎　
　

等

　

荒
島　

武
聖

　

大
仁
田　

豊

特
別
執
行
委
員

　

水
流　
　

彰

主催者挨拶する菱山さん

ピ
ー
チ
を
受
け
集
会
を
終
え
た
。

　

安
保
法
制
（
戦
争
法
）
が
可
能

に
し
た
集
団
的
自
衛
権
の
行
使
と

は
、
日
本
が
武
力
攻
撃
を
受
け
て

い
な
く
と
も
、
米
国
が
第
三
国
と

始
め
た
戦
争
を
政
府
が
「
日
本
の

存
立
が
脅
か
さ
れ
る
事
態
」（
存

立
危
機
事
態
）
と
判
断
す
れ
ば
、

戦
争
を
し
て
い
る
米
軍
を
支
援
す

る
た
め
、
自
衛
隊
が
参
戦
し
、
武

力
を
行
使
す
る
こ
と
を
意
味
し
て

い
る
。

　

10
年
前
に
安
保
法
制
を
審
議
し

た
衆
院
特
別
委
員
会
で
、
元
内
閣

法
制
局
長
官
の
阪
田
雅
裕
氏
は
、

「
集
団
的
自
衛
権
を
行
使
す
る
と

い
う
こ
と
は
、
進
ん
で
戦
争
に
参

加
す
る
と
い
う
こ
と
だ
か
ら
、
敵

と
な
る
相
手
国
に
我
が
国
領
土
を

攻
撃
す
る
大
義
名
分
を
与
え
る
と

い
う
こ
と
で
も
あ
る
。
国
民
を
守

る
と
い
う
よ
り
は
、
進
ん
で
国
民

を
危
険
に
さ
ら
す
と
い
う
結
果
し

か
も
た
ら
さ
な
い
」
と
指
摘
し
て

い
た
が
、
そ
れ
が
現
実
味
を
帯
び

て
き
た
な
か
で
、
私
た
ち
一
人
ひ

と
り
の
行
動
が
問
わ
れ
て
い
る
。

９
・
19
国
会
正
門
前
大
行
動
参
加
者

９
・
19
国
会
正
門
前
大
行
動
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闘
争
指
示
第
２
号（
抜
粋
）

　

こ
の
大
会
決
定
を
踏
ま
え
、
８

月
19
日
に
開
催
し
た
第
２
回
中
央

執
行
委
員
会
は
、
組
織
が
一
丸
と

な
っ
た
よ
り
一
層
の
取
り
組
み
の

再
強
化
を
不
退
転
の
決
意
で
展
開

す
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

　

今
後
の
国
労
組
織
を
展
望
し
た

と
き
、
組
織
拡
大
は
い
う
ま
で
も

な
く
財
政
と
も
直
結
し
た
最
重
要

か
つ
不
可
欠
な
課
題
で
あ
り
、
こ

れ
か
ら
先
の
機
関
運
営
や
運
動
の

あ
り
方
を
も
大
き
く
左
右
す
る
。

そ
れ
だ
け
に
、
各
級
機
関
に
お
い

て
次
世
代
の
組
合
員
が
中
心
的
な

役
割
を
担
い
な
が
ら
、
職
場
活
動

を
実
践
す
る
人
財
育
成
を
計
画
的

か
つ
積
極
的
に
進
め
て
い
く
こ
と

が
問
わ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
観

点
に
立
っ
た
う
え
で
、
以
下
の
通

り
、
組
織
強
化
・
拡
大
に
向
け
た

当
面
す
る
具
体
的
運
動
の
展
開
を

指
示
す
る
。

１
．
組
織
強
化
・
拡
大
に
向
け
た

運
動
の
到
達
目
標
に
つ
い
て

　

次
期
定
期
全
国
大
会
ま
で
に
エ

リ
ア
・
地
方
本
部
お
よ
び
地
区
本

部
毎
に
確
実
に
１
名
の
拡
大
を

勝
ち
取
る
。
ま
た
、
前
年
度
実

績
が
あ
る
機
関
に
つ
い
て
は
更

な
る
拡
大
を
目
標
と
す
る
。
尚
、

２
０
２
５
年
度
に
お
い
て
は
全
国

で
50
名
の
拡
大
を
目
標
と
す
る
。

２
．「
組
織
拡
大
対
策
会
議
」
の

設
置
に
つ
い
て

　

組
織
拡
大
対
策
会
議
を
設
置
す

る
。

３
．
具
体
的
な
統
一
行
動
に
つ
い

て
⑴　
具
体
的
な
運
動
展
開
の
ゾ
ー

ン
に
つ
い
て

①　

２
０
２
６
年
１
月
の
第

１
９
６
回
拡
大
中
央
委
員
会
ま

で
を
集
中
ゾ
ー
ン
と
す
る
。

②　

第
１
９
５
回
拡
大
中
央
委
員
会

で
到
達
点
と
中
間
的
総
括
を
行
っ

た
上
で
、
２
０
２
６
年
春
闘
の
闘

い
と
、
新
規
採
用
者
獲
得
の
取
り

組
み
を
結
合
し
て
、
２
月
か
ら
４

月
末
ま
で
、
特
に
新
規
採
用
対
策

を
強
化
し
て
い
く
。

③　

６
月
開
催
予
定
の
「
第
19
回

組
織
拡
大
経
験
交
流
集
会
」
で

中
間
総
括
を
行
い
な
が
ら
、
組

織
拡
大
の
流
れ
を
加
速
さ
せ
る

意
思
統
一
を
は
か
る
。

④ 

６
月
か
ら
第
95
回
定
期
全
国

大
会
ま
で
の
期
間
を
安
全
輸
送

確
立
、
夏
季
手
当
獲
得
や
職
場

要
求
の
実
現
、
国
民
的
諸
課
題

の
取
り
組
み
と
結
合
し
な
が
ら

運
動
を
さ
ら
に
強
化
す
る
。

⑵
　
統
一
行
動
期
間
の
設
定
及
び

拡
大
目
標
の
設
定
に
つ
い
て

①　

統
一
行
動
は
、
通
年
を
基
本

と
す
る
が
、
具
体
的
に
各
級
機

関
は
統
一
行
動
日
を
独
自
で
設

定
す
る
こ
と
。

②　

各
級
機
関
は
闘
争
指
示
に
基

づ
き
具
体
的
な
目
標
（
職
場
、

分
会
単
位
）
を
設
定
す
る
こ
と
。

③　

統
一
行
動
期
間
は
、
全
機
関

及
び
全
組
合
員
が
組
織
拡
大
行

動
に
参
加
す
る
体
制
を
確
立
す

る
こ
と
。

⑶　
拡
大
行
動
期
間
の
点
検
・
総

括
、
報
告
に
つ
い
て

①　

各
級
機
関
は
、
統
一
行
動
期

間
中
は
日
々
の
活
動
の
点
検
・

総
括
を
行
い
、
次
の
行
動
へ
の

対
策
を
講
ず
る
こ
と
。

②　

独
自
の
目
標
達
成
に
向
け
て
繰

り
返
し
意
思
統
一
を
図
る
こ
と
。

③　

エ
リ
ア
本
部
は
拡
大
行
動
の

実
績
等
に
つ
い
て
、
地
方
本
部

を
通
じ
て
点
検
を
行
い
、
各
級

機
関
で
の
組
織
対
策
会
議
で
総

括
、
報
告
を
行
う
こ
と
。

④　

ゾ
ー
ン
毎
に
総
括
を
行
い
、

次
の
取
り
組
み
に
向
け
意
思
統

一
を
図
る
こ
と
。

⑷　
全
機
関
で
の
意
思
統
一
に
つ

い
て

　

以
上
の
行
動
及
び
目
標
等
の
達

成
に
向
け
て
、
機
関
で
の
意
思
統
一

な
ら
び
に
総
括
を
繰
り
返
し
行
う

こ
と
。
な
お
、
必
要
な
意
思
統
一
及

び
機
関
会
議
に
つ
い
て
は
本
部
に

要
請
す
る
こ
と
。
本
部
は
可
能
な
す

べ
て
の
会
議
等
に
参
加
す
る
。

４
．
組
織
拡
大
・
全
国
統
一
行
動

と
連
動
し
た
運
動
展
開
の
柱
に

つ
い
て

　

組
織
拡
大
と
職
場
を
基
礎
と
し

た
運
動
の
結
合
は
極
め
て
重
要
で

あ
る
。
よ
っ
て
、
各
職
場
段
階
か

ら
他
労
組
と
の
違
い
を
明
確
に
し

た
運
動
展
開
を
強
化
し
て
い
く
。

会
社
毎
の
労
務
管
理
等
の
違
い
に

よ
っ
て
エ
リ
ア
本
部
毎
に
運
動
の

力
点
の
違
い
は
あ
る
も
の
の
、
下

記
の
運
動
展
開
の
柱
を
基
本
と
し

て
取
り
組
み
を
強
化
す
る
こ
と
。

本
部
と
し
て
も
宣
伝
、
学
習
等
、

運
動
展
開
の
た
め
に
取
り
組
み
を

全
国
的
に
行
っ
て
い
く
。

⑴　
職
場
に
お
け
る
労
働
条
件
改

善
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

① 

職
場
実
態
を
明
ら
か
に
す
る

闘
い

② 

労
働
組
合
の
必
要
性
と
職
場
・

分
会
活
動
の
強
化

③ 

労
働
条
件
切
り
下
げ
を
許
さ

な
い
点
検
・
摘
発
と
対
策
行
動

の
具
体
化

④ 

掲
示
板
等
を
活
用
し
た
情
宣

活
動
の
強
化

⑵　
Ｊ
Ｒ
グ
ル
ー
プ
・
関
連
会
社

の
労
働
条
件
の
改
善
の
取
り
組

　

国
労
は
先
の
第
94
回
定
期
全
国
大
会
で
、
こ
れ
か
ら
の
国
労
を
担

う
世
代
に
運
動
と
組
織
・
財
政
を
継
承
・
発
展
さ
せ
る
た
め
に
、
組

織
が
一
丸
と
な
っ
て
議
論
と
意
思
統
一
を
一
層
深
め
て
い
く
重
要

性
に
つ
い
て
認
識
を
一
致
さ
せ
た
。

  

組
織
強
化
・
拡
大
に
向
け
た

  

具
体
的
運
動
の
展
開
に
つ
い
て

み
に
つ
い
て

①　

全
て
の
労
働
者
の
正
社
員
化

②　

各
社
（
グ
ル
ー
プ
）
に
対
す
る

申
し
入
れ
と
団
体
交
渉
の
強
化

③　

グ
ル
ー
プ
・
関
連
会
社
に
お

け
る
複
数
名
の
加
入
か
ら
分
会

の
結
成
へ

④　

労
働
協
約
締
結
へ
向
け
て
の

取
り
組
み

⑶　
再
雇
用
社
員
の
労
働
条
件
改
善

に
向
け
た
取
り
組
み
に
つ
い
て

①　

同
一
労
働
同
一
賃
金
に
向
け

た
取
り
組
み
の
強
化

②　

原
則
出
向
制
度
に
対
す
る
調

査
及
び
改
善

③　

再
雇
用
社
員
に
対
す
る
要
求

ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
の
集
約

⑷　
安
全
問
題
の
取
り
組
み
に
つ

い
て

①　

自
動
運
転
等
に
つ
い
て
検
証

及
び
団
体
交
渉
の
強
化

②　

日
勤
教
育
等
に
対
す
る
取
り

組
み
の
強
化

③　

安
全
に
対
す
る
設
備
投
資
を

求
め
る
取
り
組
み

④　

ワ
ン
マ
ン
運
転
の
問
題
点
の

調
査
活
動

⑤　

駅
職
場
に
お
け
る
「
み
ど
り

の
窓
口
削
減
」「
み
ど
り
の
券

売
機
」
に
よ
る
影
響
の
検
証

⑸　
学
習
・
宣
伝
活
動
の
強
化
に

つ
い
て

① 

労
働
組
合
の
基
礎
的
学
習
の

強
化

② 

労
働
基
準
法
・
労
働
協
約
等

の
学
習

③ 

会
社
決
算
等
の
学
習
会
の
開

催
④ 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
宣
伝
活
動

の
強
化

⑤ 

次
世
代
の
育
成
に
向
け
、
様
々

な
場
を
活
用
し
た
「
学
習
交
流

の
場
」
の
検
討

５
．
具
体
的
行
動
に
関
す
る
組
織

対
策
費
と
情
報
発
信
ア
プ
リ

「
Ｔ
Ｕ
Ｎ
Ａ
Ｇ
」
の
活
用
に
つ

い
て

　

統
一
行
動
を
成
功
さ
せ
る
た
め

日
々
の
活
動
に
対
し
て
組
織
拡
大

行
動
資
金
を
確
実
に
活
用
し
た
運

動
展
開
を
図
る
こ
と
。
ま
た
、
組

織
強
化
・
拡
大
の
ツ
ー
ル
と
し
て

情
報
発
信
ア
プ
リ
「
Ｔ
Ｕ
Ｎ
Ａ
Ｇ
」

を
最
大
限
活
用
し
な
が
ら
、
全
組

合
員
登
録
に
よ
っ
て
取
り
組
み
の

充
実
化
を
図
る
こ
と
。
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現在、「TUNAG」アプリ登録中！

　これからは「TUNAG」アプリで、「紙」から「デ
シタル」へと移行し、「賃金アンケ－ト」をはじめ活
用の幅を広げていきます。
　登録がまだ済んでいない方は、所属するエリア
本部・地方本部に連絡して登録をお願いします。

「TUNAG」（つなぐ）に登録さえすれば
・スマ－トフォンやパソコンで、好
きな時に見ることができます。
・国鉄新聞を見ることができます。
・全国の様々な活動が、このアプリ
１つで見ることができます。
・各エリアや地方本部のニュ－スも
見ることができます。
・お得なク－ポン券を獲得すること
もできます。 

◎国労は、情報発信アプリ「TUNAG」(つなぐ )
を情報発信の中心にすることを決め、組合員へ
の登録を推進しています。

核
の
平
和
利
用
な
ど
あ
り
得
な
い

　

東
京
電
力
福
島
第
一
原
発
の
放
射
能
汚
染
水
が
「
処
理
水
」
と

称
し
て
２
０
２
３
年
８
月
24
日
に
海
洋
投
棄
が
強
行
さ
れ
て
２
年

が
経
過
し
た
。
廃
炉
完
了
が
遠
の
く
な
か
、
原
発
回
帰
は
加
速
し

て
い
る
。

　

汚
染
水
の
海
洋
投
棄
か
ら
２
年

が
経
過
し
た
８
月
24
日
に
、
さ
よ

う
な
ら
原
発
１
０
０
０
万
人
ア
ク

シ
ョ
ン
の
呼
び
か
け
で
、
新
宿
駅

前
に
お
い
て
抗
議
の
ス
タ
ン
デ
ィ

ン
グ
が
取
り
組
ま
れ
た
。
参
加
者

は
「
汚
染
水
の
海
洋
投
棄
や
め
ろ
」

「
福
島
を
忘
れ
な
い
」「
原
発
や
め

ろ
」
と
沿
道
の
人
々
に
訴
え
た
。

　

東
京
電
力
は
溶
け
落
ち
た

核
燃
料
の
取
り
出
し
時
期
を

「
２
０
３
０
年
代
後
半
」
と
後
退

す
る
計
画
変
更
を
発
表
し
た
が
、

廃
炉
完
了
時
期
は
２
０
５
１
年
度

と
変
更
し
て
い
な
い
。

　

汚
染
水
の
海
洋
投
棄
は
、
13
回
で

10
万
１
８
７
０
ト
ン
を
敷
地
内
の

タ
ン
ク
か
ら
放
出
し
、
８
月
25
日
に

14
回
目
の
海
洋
投
棄
が
終
わ
っ
た
。

　

汚
染
水
の
処
理
で
発
生
す
る
高

濃
度
放
射
能
汚
泥
は
、
ポ
リ
エ
チ

レ
ン
容
器
で
保
管
し
、
更
に
コ
ン

ク
リ
ー
ト
の
箱
で
遮
蔽
し
て
い
る

が
、
そ
の
放
射
線
量
は
高
く
、
容

器
表
面
で
１
時
間
当
た
り
20
ミ
リ

シ
ー
ベ
ル
ト
、
３
時
間
で
原
発
作

業
員
の
年
間
許
容
量
を
超
え
る
。

こ
の
保
管
容
量
も
限
界
に
近
づ
い

て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。

　

２
０
１
１
年
の
福
島
第
一
原
発

の
事
故
を
受
け
、
民
主
党
の
野
田

政
権
は
12
年
９
月
に
「
30
年
代
に

原
発
稼
働
ゼ
ロ
」
を
盛
り
込
ん
だ

革
新
的
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
環
境
戦
略

を
策
定
し
た
。
し
か
し
、
政
権
復

帰
し
た
自
民
党
の
安
倍
政
権
は
こ

の
方
針
を
転
換
し
、
14
年
に
定
め

た
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
中
長
期
的

な
指
針
と
な
る
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
基

本
計
画
」
で
、
原
発
の
「
依
存
度

を
可
能
な
限
り
低
減
」
と
す
る
一

方
、「
重
要
な
ベ
ー
ス
ロ
ー
ド
電

源
」
と
位
置
付
け
た
。

　

原
発
の
新
規
制
基
準
に
基
づ

き
、
15
年
に
は
九
州
電
力
川
内
原

発
１
号
機
の
再
稼
働
が
初
め
て
容

認
さ
れ
、
原
発
回
帰
の
姿
勢
を
鮮

明
に
し
て
き
た
。

　

昨
年
10
月
に
就
任
し
た
石
破
首

相
は
、「
ゼ
ロ
に
近
づ
け
て
い
く

努
力
は
最
大
限
に
す
る
」「
省
エ

ネ
も
最
大
限
に
や
れ
ば
、
原
発
の

ウ
エ
ー
ト
を
下
げ
る
こ
と
に
な

る
」
と
再
稼
働
に
慎
重
な
立
場
で

あ
っ
た
が
、
首
相
に
就
任
す
る
と

態
度
を
一
変
さ
せ
、
今
年
１
月
の

施
政
方
針
演
説
で
「
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
や
原
子
力
と
い
っ
た
脱

炭
素
電
源
を
拡
大
す
る
」
と
強
調

し
、
２
月
に
改
定
し
た
エ
ネ
ル

ギ
ー
基
本
計
画
で
は
、原
発
の
「
依

存
度
を
低
減
す
る
」
と
の
従
来
の

表
現
を
削
除
し
、「
最
大
限
活
用

す
る
」
と
明
記
し
。
原
発
の
建
て

替
え
推
進
も
盛
り
込
ん
で
い
る
。

政
府
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画

で
、
40
年
度
の
電
源
構
成
の
う
ち
、

原
子
力
比
率
を
２
割
に
引
き
上
げ

た
。
現
在
、
全
国
で
14
基
が
再
稼

働
し
て
い
る
が
、
政
府
は
「
建
設

中
を
含
む
36
基
す
べ
て
の
原
発
を

稼
働
す
れ
ば
達
成
で
き
る
」
と
強

調
し
て
い
る
。

　

国
労
は
、
フ
ク
シ
マ
交
流
等
の
取

り
組
み
を
通
じ
て
、
核
の
平
和
利
用

な
ど
あ
り
得
な
い
こ
と
を
確
認
し

て
き
た
。
今
後
も
福
島
第
一
原
発
事

故
を
風
化
さ
せ
ず
、
反
原
発
の
取
り

組
み
を
地
域
の
仲
間
と
共
に
取
り

組
み
、
脱
原
発
社
会
の
実
現
を
目
指

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。




